
他市の持ち去り対策の事例について

○条例制定後の資源物等の回収量の変化

   ※中核市で回収量が増加した市を対象

   ※条例制定前年度の回収量を１００としている

条例の内容 罰 則 パトロール実施頻度 
パトロールの 

時間帯 
従事人数 

Ａ市 収集運搬の禁止 ２０万円以下の罰金 毎日（定期） 平日の早朝 ２人/日

Ｂ市 収集運搬の禁止 ２０万円以下の罰金 月に１回程度（苦情時） 平日の早朝 ３人/日

Ｃ市
所有権を

市に帰属 

収集運搬の

禁止 
公表 月に 5回程度（不定期） 平日の早朝、日中 ２人/日

Ｄ市 収集運搬の禁止 5 万以下の過料 月に 1 回程度（苦情時） 平日の早朝、日中 ３人/日

Ｅ市
所有権を

市に帰属 

収集運搬の

禁止 
罰則なし 苦情時のみ 平日の早朝 ２人/日

Ｆ市 収集運搬の禁止 ２０万円以下の罰金
月に 10 回程度（不定期） 

平日の早朝、日中 ２人/日
月に 2 回程度（苦情時） 

Ｇ市 収集運搬の禁止 20 万円以下の罰金
月に 1回（定期） 

平日の早朝 ２～４人/日
月に 1～2 回程度（苦情時）

Ｈ市 収集運搬の禁止 20 万円以下の罰金 毎月（定期） 平日の早朝 ２人/日

Ｉ市 収集運搬の禁止 公表 2か月に 1回程度（苦情時） 平日の早朝 ４人/日

Ｊ市 収集運搬の禁止 罰則なし 週に 1 回程度（定期） 平日の早朝 ２人/日

資 料 ２



○持ち去り行為の取り締まり事例

通常の資源物回収作業、防止パトロール

○持ち去り行為の発生を監視・抑止

○情報（目撃・通報）に基づき防止パトロールの実施

①持ち去り行為の発見（初回）

○行為について現場で事実確認 ★撮影等による証拠保持

⇒指導（声掛け）・記録 ★運転者名、車両ナンバー

③同一人物による持ち去り行為の発見（３回目）

○行為について現場で事実確認 ★撮影等による証拠保持

⇒命令書の交付      ★運転者名、車両ナンバー記録

②同一人物による持ち去り行為の発見（２回目）

○行為について現場で事実確認 ★撮影等による証拠保持

⇒警告書の交付      ★運転者名、車両ナンバー

④同一人物による持ち去り行為の発見（４回目）

○行為について現場で事実確認 ★撮影等による証拠保持

⇒再度命令書の交付 ★運転者名、車両ナンバー記録

⑤当該持ち去り行為者を警察に告発



○広報啓発の事例

・広報誌

 平成 26年 4月 15日号（福岡市）

平成 25年 2月号（宝塚市）



平成 29 年 4 月号（大阪市）

平成 27年 10月号（泉大津市）

平成 22 年 7 月号（四日市市）



○啓発物

チラシ（神戸市） ポスター（神戸市）

啓発看板（枚方市） 意思表示シート（門真市）


